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本 書肖裟童 のす釘堪塾麟饉長核ネ喬が ヽユラ て 1ヽ みら し (Iこ
こ|ぅ 缶 ,ま

東 ぃたバ、 どうふ しらな tl。 私 は■の流 査 頌 の方針 Lし て 濾、

薇 与4計 画の一熊釣 方針等 お金め技衛 喬ばか りでなどlη 査 1=こ

れ lヒ 考 えてもヽ う.

(挙  ス ) 外 饉う琢査 爾 項 ′よを ス i4~本 で戻 子 炉 を壺 多
ノ、に な っ

可滋性がフしlク  ・ ′itさ %以 孝矢な ;kら ふ う苺 lkが ブハ !■ め う´

ぅ´ きの甕談ハ ほ′意■わ認在 画の機 等 )ま嬌 量の夕得 てあ移_

(で  買 )政 府憫lη 秦舞伝額を家卯1こ すべ し Zしめ・ ιtこ の
1番
員会 で封顆 にしては しい´

:(添
簡氏). 私めに 量萩 客老 乞颯系オ衡へ解為 すつし iヽ うか まで

のゃ oオ ス安嗚李幸な じ量普な準な基 t入 1に ち こし |■ 努力 すうと

tiう 労次でがせんじ
‐r_ι ういた しヽ`気 喚的な久串 Ltヽ う力遂●ミ

潔末 藝/7Nぎ |)努 ヵすぅか ら上のようなことな渡贅 ttl(之 ιで
‐ tな 機た配があら.

(季  表) (=/■ 力計希 ″鱚果 )欠 資
"へ
属の線

`盤
t＼ を得 な

tlて あつ),tヽ ましll‐ らく核 子を見よう (前 蓮申さ幸玖 tA)ξ r)

右 させ奏 になか群準の人が入 っていないこと億円顆であろ・

ο為笙 庫ら ,患 七 ヒ:2.(疑 五■合華晨 (A)(Y)

(2)凍 子 方 向 歌 表 宿 委 員 ヘ

委員長ハ ら末布 、人政か らの  氏の
｀
壇ス 生名 か しバ 、為娠L面

氏か ら締 エネ乞あ り、 スにる尋興が う色 々の難策がなさ :it F。

イ)重 者 |■せ充分注意を尊す る.

4鷹 人の諮向薪歯 てあ ?て はな らぬ .

盗諾 してまえ し入らホ |い うすヽ ぽ題番 を重っ てほしい o

■,itに 雄せんすう拳爽iよ 甕た角なものとして、 /′ 月末日毯

で の任 嫌 ヒ t之 イ驚 会 快 に 申 人 il｀ 力 し巨        :「

家 奈 ょ (■ 人ゝ 着 上 R(六 人 )喬 民 を加 え 39 -

魔∂奉員公は増デヾ幸考彦員をよくヒうことら     '
(誦 ムい■挙́ (ぞ )ヽ iつ              ■
|           (Z｀            | ‐ | ■ ‐
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iフ ブ、1こ ′よう

:券 ,■ め う _

L【 ,3_

,こ ιt■ わ

二 liり 今 ま で

,■ fヵ す う と

し .ラ )次 iよ

tti、 之 もで

ltitモ 律 な

さ重玖 (A)は i)

1撃 モ 考 ろ‐

息 _ ‐

′′昌ふ晨き
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(3λ 保 尋 カ メ1ヽ 委 員 A蒙 量 の ■
A)該 選 の 目 的 主 義 ス 委 員 長 か ら認 鴫 ヽ 1、 た、 そ の暑 気 は、

`♪
 猿特委 タブ者▲ 興お 棄すち |■ はさの 爾でなさづ‐■ら たのく、
二ふよ I)6六 ■ のものが iぶ しい, ス■ォ、によ 1)金 が 盤ゃ サ く
なろク、も しJtな い″

直)農 場性 のあぅこので、特 1■ 議蒔基底サ ぅ自顆に重た颯末 ろ
|の でな |ナ 1ヽ 1ぎ

｀
ならな 1、 .

ハ )ご み 多″ ヒ ι て み薇 目 を ιつ‐

‐)塑 軍 のな 熊 て め 重 茂的 な もめ で ぁ ぅ。 こ it i3,十 こ t人 秩 、
示靡か ら 2っ のえが虫た.

(3)人 萩朱4は この小委員へ )ま 像子方向電 に菌す 多承隷 t持 なヒ
たもの i`す 多。従つて崇 子ヵ lオ顎 ″れひ う獄特辱スタト″人が入

つてこよ tl.

tt~' ス和象てヽ 1意 坂竹 委員しこれ 1＼ 委員
`を
´ふo■ したよう な性権

乞ιつこ もの 1■ すう_

二よらた中にし tて 種 々資論 があつた。

1意 むめ■ぅこと凍 子ガ ヒぇ したム と}嵐 顆 t■ の香負へ
``取

な う l■・要が ぁ多_か とし、与ことがあ 美 1色 なっ たが、 ガス豪 手″専

町象 の夕 7L_― プが虫来てく′1(ぽ そうらでスな か せ
｀
よぃのである

が、乗 子核々 な名 向て も向峰がお 当めぅ祖左 4は 、 ご′あ ″
‐ヒしての数 F_~て、当然及な う、 t考 し,ス 将来 とてし、 彙手″研
な者 の毒倉 をます の ,意 :魅、落セ,ぁ ぅ Lし 1シ ョとになつ こ′

ハ、 移、 c気 の中 c棠 |よ 核術尊凛委員 ,ホ 烈にすらニヒ Lし て

痣ヽヾか J、 た。ィ農し表猜 委員へが人た な■ヒtひ tホ らなこ、よぅ
に薦題冬 ,こ ||う =ヒ

になつこ。

A、 移 家が め ら ■ し は 如 i二 し て こ う し L tt a奏 色
`ス

ぅ .ヒ 痣

賛衰がマ数 でヽま り、 A,Bz｀ ちうの栄 t4ち か した1)こ と i■
なつたが、 A、  移 の鵜気′意残 さ|し の ■す 3か 、 しな いか の極 異
てヽあ 1)Jヽ ■ては該 をあ、クヽすにヽ配 ιlあ ぅが ′必ナ｀たえ tな くさ く
こと ,■ tて 髪 け 1シ ′ltる と、 事後の教義 たこっか りや ホ |こ 熟顆は
.           (ク )               :
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r tl■ LI■ 薇 る た

`絡
議 亀、  薇

`な

薦零
1・ 6し て通当 な 人 t

移 案と あltえ ιキ″             ・

Цく え う くヽな ん ニ

(長 ふ
''1二

)凛 千核夕翠 学者 ∠してのあ 乞Z=(見 な ,ガ
ら`凍

路ヽを 離か らた
・1)ふ A祟 ■と |'た い。          二

(山 饉工) =の えギ奏
.会 は凛 手万j珂 歌 2予 想 し4イスⅢ :ヽ て

'毒

い

な
"‐

|の

(委 員長 ) 4う しこ 21義ダたZ〕 /、 上のもの 2イス多 )ι す l竜

ら lξ :、 イ徒会大 にてレtlつ て係 られば
森 らめり ■

"ふ
尋スハ !よ

凍子核琴著 Zこ たの
^多
が
｀
人勿なのであうか ら、こ とつけ小 `

ゎ 1、 ぇ方がよいみで ,苺 ないグ」

(山 きま ) .わ 4t々 ム
'■

送象 ■方口該歩千に負た■
1,か ら豪子

方向額 L瑕 り盗 tヽ 人が 1■ とい.わ 4t驚 1(すよ亀スうがな ttか ら

t~勿ノ残″りを実多
'ノ
■つたの iで あ季o

(番 薬長)  ご物 24ι 五`1つ |も 毎
場←の電 角 tま しめて上ヘ

ムすので柔五 |)る 電なし)・

ご山 ロス ) 床 モ 汀 ン、外 の 二 二 :意 こ易 ′〃  `な い の 小 .

(委 乗長 ) ス 所 の よ うな 毛 今 竜長 を
■ さ 書 き で ―― こ、 熱派 す

ィ素子 ィ :t          でマ らぃ
`直
燿 女歩した i,tて :う っ

ナ :薇 4芳 岬犠季案ながやろうであうo

三
=(‐
目 数

'よ

滋 挙 お よ の ユ tl力
｀
と い う Lti■ な l夕 、 へ 32ミ

:二 っいてスをこつ
=

じ柔賛黙者   ‐
‐山日、山都

ハ栄賛戌ろ

落れ 、た 重

接か資 (ス崎、申村ヽ経小駐鳥)

生の月、デ各豪 会 は ,(イ )彙特 尋 め ヽ霧預蒸三蘇季
く`あ づ ?

:口 , ξ′あ 摯易  ヒ:こ この表 葛礁 果 す 、t′ ,ヽ 薬魚茂、 三 =晨

i考 堪 し て素覆 該 スi定 して亀み 之奪 ツ サ う:■ ' 午 頚
慮屎 斥 呑

二粛 卜、

'ネ

■ |たな な ら二襲 I√れ 今 よ
―

`■

ltll=1了 蠣 茎 ス こ

(‐
g)

(CI'
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嵐 長 す

で マ し

ヽ3二 柔

三
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争環 (3)_の ょ ぅ にしたこ

(率 )朝 永 恣 員 長 ォ「 △ せ へ ⌒ 会 の件
‐  入へしてしらt)た tl,∫、んi、 きでぁフを。ニミゎ暮景がられ七んの1葉示ヱ恙がヽちこ虫、1を、入会 t子 なといこ11).と たなった
寧言ネ Kは 最後角段階はゎ 1、 ″ Jtの

言
低ぐ贅圭凛 則が板 よ乏 ιさて、ぁ

る今
｀
、 そ
`|(も ktて 晉衛へ弐 を.勃 ぅ.ょ )奪 懲茂 遺ιらな (|,姓 め,マ衛会宍頚ヒ有効■ス iニ ナ3ヒ のネ|卜 のメ′it iがぁった´

乗こそ二会夢百奏、の亭筒ス氏へ会のことが奥た場さもかのを気を衆ιて千員長自募が次す,こ とになった。

け)ゼ   ″  ′せ
や 核身坊菱△を核″メ、尋買ハこ名所と■クえ1)ヒ 無恩氏よ |′ 良 :

家ぁり承想さまぇ_
口)乗 客につし〕て象をゝ 7tた _
ノ))表部へよ 1'「 泰 子力戻つ考核 を ,言 /´ 百//kぅ 7
ンに準希ιて1,ぅ ので  応   なかくぁろが_
乙丞乞かめった。
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手貢り
　

リヽ

日軒 な くよ

ヽ肇七し,ζll

千)甲 碁囲著姥 外′保ろ″歯桑西書が _蒙
ri層 家ス 3ょ ♭ |二 東l覇

を貞会が効 をっっゎぅιの教者が入塚 、益た 1武 ょ l)ぁ った。
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